
令和８年度自殺予防ゲートキーパー周知強化事業運営業務 

受託候補者審査基準 

 

 本受託候補者審査基準は、提出された提案内容に基づき、提案者の事業実施能力を審査し、受

託候補者を決定するための基準を示すものである。 

 

１ 選定者 

  本市の職員により構成する受託候補者選定会議（以下「選定会議」という。）において審査し、

受託候補者を選定する。 

 

２ 選定方法 

  選定会議において、別表に掲げる評価項目について各選定委員が採点を行い、その平均を提

案者の点数とし、最も高い点数の提案者を受託候補者として選定する。 

応募者が１者であった場合は、採点結果が一定点数（６０点）以上であり、かつ、受託候補

者として適切と判断された場合、受託候補者として選定する。 

 

３ 評価項目及び配点 

  別表に基づき採点を行う。 

 

４ 評価方法 

 ⑴ 評価点の考え方 

   選定会議は、別表の各項目について、以下の５段階で評価する。 

判定 評価 評価項目点 

Ａ 極めて良好 ５点 

Ｂ 良好 ４点 

Ｃ 普通 ３点 

Ｄ やや不十分 １点 

Ｅ 不十分 ０点 

 ⑵ 項目加重点の考え方 

   評価項目の重要度に応じて、項目ごとに加重点を設定する。 

 ⑶ 項目評価点の計算 

   項目評価点は次の式により計算する。 

   項目評価点＝評価点×項目加重点 

 

５ 失格の条件 

  以下に掲げる場合は、無条件で失格とする。 

 ⑴ 企画書等に虚偽の記載があった場合 

 ⑵ 見積金額が予定価格の上限を超えている場合 

 ⑶ 企画書等に必要な項目が記載されていない場合  



評価項目及び配点 

審査項目 評価内容 評価点 加重点 配点 

基本的な 

考え方 

・ 本市の方針や目的、課題解決に向けて、明確かつ現

実的な実施方針が示されているか 
5 1 5 

事業 

設計 

目的 

適合性 

・ 一人でも多くの方にゲートキーパーになっていただ

けるような具体的な提案が示されているか 
5 3 

45 

・ 自殺対策に関心のない層にも効果的に訴求できるよ

うな工夫が示されているか 
5 3 

・ 小中高生や大学生等、子ども若者の自殺対策にも資

する内容となっているか 
5 2 

・ 本市の地域特性を踏まえた京都らしい魅力ある内容

となっているか 
5 1 

運営 

業務 

目的 

適合性 

・ 配架先で目に留まるようなキャッチーなフレーズやデ

ザインなどの具体的な提案が示されているか 
5 2 

20 
・ プレゼント提供先を積極的かつ具体的に開拓する提

案があるか 
5 1 

・ 実施計画は具体的かつ実現可能な計画が提案されて

いるか 
5 1 

業務 

管理 

業務 

遂行 

・ 改善、品質の向上に努め、効率的かつ安定的に委託

業務を履行できるか 
5 1 

15 
実施 

体制 

・ 仕様書に沿う、提案内容を確実に実施できる適切な

実施体制が提案されているか 
5 1 

個人 

情報 
・ 個人情報保護に係る対応が十分に検討されているか 5 1 

実績 

報告書 

業務 

実績 

・ 類似業務または関連業務の実績を有し、その経験を

活かした提案がされているか 
5 1 5 

団体の 

概要 
資格 

・ 京都市内の中小企業であるか。京都市内の中小企業

でない場合、京都市内に本社又は支社、事業所を有し

ているか 

5 1 5 

事業費 

見積書 
委託料 

価格点 

（最低提示価格÷提案業者の提示価格）×5点 
5  5 

合計 100 

 

別表 


